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ユニバーサル マテリアルズ インキュベーター（株）の株式譲渡について 

 

 株式会社 INCJ（本社：東京都港区、代表取締役社長：勝又 幹英、以下「INCJ」）は、同社が

保有するユニバーサル マテリアルズ インキュベーター株式会社（本社：東京都中央区、代表

取締役パートナー：木場 祥介、以下「UMI」）の株式の全部を UMI に譲渡することを決定し、

このほど譲渡が完了したのでお知らせします。 

UMIは、素材・化学に特化したベンチャーキャピタルファンドの運営業務を行っており、INCJ

は、UMI が組成・運営する UMI1 号投資事業有限責任組合に対しても LP 出資を行っています

が、本出資については、引き続き継続する予定です。 

 

 

ユニバーサル マテリアルズ インキュベーター株式会社について 

設立     ：2015 年 10月 

本社所在地  ：東京都中央区 

代表者    ：代表取締役パートナー 木場 祥介 

事業内容   ：素材・化学特化型ベンチャーキャピタルファンドの運営業務 

URL:     : https://www.umi.co.jp/ 

 

 

株式会社 INCJについて 

株式会社 INCJは、2018年 9月、既存の官民ファンドである株式会社産業革新機構から新設分

割する形で発足しました。産業革新機構は、2009年 7月、産業や組織の壁を越えて、オープン

イノベーションにより次世代の国富を担う産業を育成・創出することを目的に設立されました

が、根拠法である産業競争力強化法の改正法の施行に伴い、同機構は株式会社産業革新投資機

構に商号変更し、新たな活動を開始しました。株式会社 INCJは、産業革新機構の事業を引き継

ぐ形で、既投資先の Value up 活動や追加投資、マイルストーン投資、EXIT に向けた活動を主

要業務として、2025年 3月末まで投資活動を行っていきます。  

URL：http://www.incj.co.jp/ 

https://www.umi.co.jp/
http://www.incj.co.jp/


【別紙】 

 

１． 対象会社 

・事業者名：ユニバーサル マテリアルズ インキュベーター株式会社 

・設立  ：2015年 10月 

・所在地 ：東京都中央区 

・代表者 ：代表取締役パートナー 木場 祥介 

・事業内容：素材・化学特化型ベンチャーキャピタルファンドの運営業務 

・URL  ：https://www.umi.co.jp/ 

 

  

２． 支援決定内容 

・支援決定公表日：2016年 1月 4日 

・支援決定金額 ：2,000万円（上限） 

・実投資額   ：1,600万円 

・プレスリリース：素材・化学産業における新事業創出プラットフォームの確立を目指すベン

チャーキャピタル ユニバーサルマテリアルズインキュベーターの設立及

び当該会社が運用するファンドへの戦略的 LP投資について  

https://www.incj.co.jp/newsroom/PressRelease_INCJ_UMI_20160104.pdf 

 

 

３． 経緯 

（1） 出資の経緯 

日本の素材・化学産業は、その素材技術の革新により他の産業の発展を支えてきたが、比較的

研究期間が長いことや、専門知識を有する人材不足等から、それまで素材・化学分野に特化し

た投資ファンドの設立は難しかった。その結果、大学や企業内にある将来有望なシード技術が

埋もれたままの状態になることも少なくなかった。 

このような課題を踏まえ、UMIは、素材・化学分野に特化したファンドの運営会社として、2015

年 10 月に設立。INCJ は、運営会社となる UMI に出資するとともに、その 1 号ファンドにも

LP出資を行うなど、UMIを設立時点から支えることとなった。 

 

（2） 事業の進捗 

INCJは、社外取締役の派遣に加えて、社内の素材・化学チームも参画するなどファンドのコン

セプトや投資戦略策定での支援も行い、UMI は 2016 年 1 月には 1 号ファンドを組成。また、

UMI は、広く素材・化学産業分野における企業の出資を募るとともに、専門的な知見を有する

投資チームを組成し、順調に投資実績を重ねている。また、2019年 4月には、事業会社からの

出資を中心とした 2 号ファンドも組成するなど、日本における素材化学分野に特化した投資フ

ァンドとしての地歩を固めている。 

 

https://www.umi.co.jp/
https://www.incj.co.jp/newsroom/PressRelease_INCJ_UMI_20160104.pdf


（3） Exitの経緯・内容 

UMI への GP 投資後 6 年を経て、INCJ はその持ち分譲渡について検討を進めていたところ、

UMIから自己株式として買い取る旨の提案があった。INCJは、当初のリードインベスターとし

ての役割は果たしたと判断し、その保有する UMI の株式の全部を同社に譲渡することとした。 

 

４． 主務大臣（経済産業大臣）意見 

意見なし。 
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株式会社 産業革新投資機構  経営企画室 広報  入江、奥村、野々宮（報道関係） 

東京都港区虎ノ門 1-3-1 東京虎ノ門グローバルスクエア 

電 話：03- 5532-7086      URL：https://www.j-ic.co.jp/jp/ 
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